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アメリカのこつのアジア学会に出席して

1970年4月はじめにサンフランシスコで二つのアジア

常今の大会が関かれ，築学千はこれにillI市する機会に恵ま
れ竺。以1はこれを通［ずみたTII）カのア Jγ ／，If'究；こ

対する印象紀である。

とのH寺サンフランシスコに集主った研究庁数はが）20（的

人ヒみなされ、それは’ dリカの人ア研究r,.t ，＇－：＿はそ

の卵の重要な部分を合んでいると考えられた。二「の

学会の名称、は Associationfor Asian Studies （ふつう

九九Sとよ日れているιので，以i、それにしんかう）と
Committee of Concerned Asianとhl,olars（ふ J寸 CC.¥S

とよばれているもので，以下それにしたがち）である。

三汁大会l.ti'1i1汗にE-, -：－：：第22問、 7辻ffにと， ::t第2

111［のそれ』tふにる。とこ二でiま大会ヅ＇ !~ ffにはL、η11fH；二

:tず二つの学会の性格をあきらかにしておきたいc

！、ず A，＼叫についてp 三れは従来fηfメリ ＇Jゾ）アジア

flfft:を組ti,L ／＂つ代表 Lてきたt，＇』である。 lリ11・nこス

タートLfニFarEastern Associationをj)fj身とし，その

せ（f）発展F'z",l：：する民共Ii〔1948年＇・ l何7年）セi、下て今日
にゴミったo .lo 111・nalof lsian St11di,•.,· (quarterly）を l-:

な機関紙とし，その他， Jji行本も出す。この学会の'i"'i:，十ち

はその案I'~ ；与にかかれと「学会わ iI i'iJ＿，の中l土日、くらか

あ；＼われ一，， ＇ご。す hわt), AAS，工［アジfに守する

いっそうの興味と学問的研究の発肢を求めるための専門

i't'J機関であ’L それt士作政治的，キ・）＇！：利的組織であって，

r' ＞＂ア研究そそ展させることを目的とする学！日 HJfn:およ

びその他の資料を出版する。また，それはアメリカとカ

ナグにおける，そして‘…日その他の諸国におけるアジア

研吃の領航内で協力と情報交換をね叫にする三めの関連

活動を行なう。」これを換言すれば，アメリカ政府の要

清にもとづき司伝統的な研究方法のうえにたって，既作

＇.！） 手会組織を統合して‘新しい研冗うf野たる jジア研究

F 一地域研究としてのーーを発展させることにあったと

いえよう。これについて次の2点を指摘しておくべきで

あろう。第1はその資金源にかかわる。その樫・1:iな資金

の大きい部分がフォード財団（そこに政府資金がiまいっ

ているといわれる）よりの援助に負うている。第21士学ノt

)rt 
え、

d悦
4ごフ

ゆ仁

および若い研究者の就職にかかわる。この大会は“job

market”だといわれ，一方で若い研究者がよりよい就職

のチγ ／スを求めてその研究成果を報告L，他方では有

力教俊たちがより優秀な若手企求めるためにその報告に

rmきL、るο また会議場のあちこちで求職許と求人似11の
“inteγv il'W”がむなわれてし、る。

CCAおは AA.SI乙“対決”する組織と Lζ生まれfこ。

1967年に若手グループが AASに対して，アメリカのア

ジア0文京についてλ識し，それに対する九九Sの態！をを
あきム九、にしよちとjj｛案したの；こ対し， 1¥1¥SがこILt,-

f「；rfしたりこのことが CCASの生まれるきっかけとな

ヮた。 n、.－＇.Sの約十九iH969ir:i JI tこポスト二でIJ宮治 e)I fこ
お1[<,lJ--:01こおし ’ii'択されたその「臼（！＇.） と政策iこ p
ての芦ゆIJに端的に示されている。いわく， 「われわれ

は最初， d：トナムにおけるアメリカの聖子；：／Uょ侵略にJd-J

するたのに，そして生たわれわれの職業にたずさわ；：， t 

のがこの政策に関して共謀者となるかあるいは沈黙会寸2

ることにぱ対すろだめに集ま〆》売。アジア研究にたず竺

わる十れはその初lだが招来するところのものおよびその

職業のもつ政治的役割lについて責任をもつものである0

7ジアの多くの士地に対する支配を確保すろために行な

われろ γ I！｝ カのアンア政策がもたらすととについて‘

導門家たちが反対の立場からはっきり発言しようとしな

いこ坐をわれわれは重視する！…・・CCASは・・・反帝国

主義的研究の発Mをはかる。i以上は目的に関する声明の

V 門部である。政策の部分では日本，ベトナム，中国，ABM

の4項をかかげ，日本については安保条約の破棄と沖縄

の返還、ペトナムに J Jいては全米軍の即時引揚げ， ,r1[1ヰ

については国民覚独裁政権に対する援助の停止と中華人

民共和国の承認， ABMについてはその設置の反対，等

を要求している。

筆者は CCASの指導者たちと話し合う機会をもった

が，かれらの主張するところの共通点は次のようなもの

であ 3たっすなわち，アジア研究者にとって“客観的”

または“非政治的いということはありえない。現実の政

治に対する“不参加”または“不行動”は既成の学問体
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系に対して賛成の1粟を投じることであり，同時にそれ I l大な援助。（2）理論的フレームワークが確立されてい

はアジアにおけるアメ！）りの野蛮た慢略政策にけして茨 て，ぞれに沿って実証研究の進むべき道ぷき全って十－：：， ' 

/ 1~d I.棄をねlると片にはかなF、ない，と。そLて“ti つ:ti）、立のよぺれととがあき「〉かにきれなけれ1-fti: t, 

!fv1刊とは研究のテー？と方法のほか， I人の市上tとして ないかが前もってあきらかである。特に，閣民所得の概

政治活動に泳加するとそを意味している。 念や－Jj法；t不明R仁氏t;,ほとん！：＇.＇全く残主ないほど、完成主

u上においーその十主的，土ほぼ占〉きド〉かであ.0:-,1,：，こわ れてv寸＇ /3）研’守t.／：：＇土研究？？に対するよ H1ffiは， VIfコ門

組織はJ没立以後急速にふくれあがり，後述するように， 作業過総においてどれだけの賞献をなしたかによってな

カリフォルニアの大会で辻，同時に聞かれている λAS されるれしたがって研究に重複がおこらない。そこでl士

山片会とic:tl,,J数の七、＇JIIf；を集めご。に杢つよー｝二のこと 資会モ人付を投ノ人すJLば：制作、（＇）(i)f必ずそが｛＇.， hlliむ上ち t;L 

itアメリカにおけるアジア研究の帯悩をあ九わしてお かけにな円ている。

IJ，それが一つのまがりHiに立ったのではtcv、かという 以J・のようなわけで，アメリカの中国体済研究（アジ
I IJ設さえ＿ri ;i_ . ' Gただ、なIJII者のた，＇;j；分は若L、人／・＿ちであ ア研•，；，，土いって七；：＇，、かもしれたしうはすでに相当日；！し、

’Jた。 tfi導的役’,I討を巣たしているのはiに“NewLeft” 水準に到達したn ところが，ここにいう中l説経済研究ま

Clf1でよばれるグルーヅで，そのrt，にはカリフ中ルニア たはアジア研究はほかならぬ AASそのものであるとし、

I ークレ一J大学のトranzSchur川 ann教児， ミン力、 うことができるo

，だ学教校でI,，）大予Iドj.1；［研究所！c-',I<hoacl旬、！urphey, しかしながら，もしまえも丹て準備された理論的ブ

ヴシントン大宇（セントルイス〕の Marl《 Selden等の レームワークがアジアに適用するには不適当であればど

II j：：にな L.h c>）深L、人こ fJがし、rt ，：おこ；／Iit /:11/kti11 うたと》かけもしそれがアジアびけ〉つ致命fドゾ正問題点iこ！ぐ
り C,mce，川 ・dAs，・ill/～1wla rs '・ ・. ・ ・＇.，機関紙士山 L，寸 まとJようなものでなければどうなるかのしかもそれがγ

でに 4冊目まででているο メリカ政府のお｝アジア侵略政策に利用されたらどうなる

Lころ乃；（、＜＇.：＼Slt t ！ニ創成Jl;jにあって， f，＼のf:[J侠 か。こ〆’｝上うにL、うことi土｛斗11.1)iこcc八%の存在理rl1任
, I＿ては，ヴ、月二つ，；＇ ii＂，］也点をち〉。（］）既 J,¥ty，研究』こ土i 説f¥111二、、るこどにiJ、かならたし、。
ドζ〉批判がt註裂な部分を市め，独自の研究がまだ絡につ ところで，現在アメリカがアジアにおいて行なってい

" 、Jニばかりで札ること 7既成の！i)I’定，たとえ;CJ¥；＼ぷ るこコ アジアtこけしてfyt；＿.》ていることは，あ占んか

に冷してとジ） ＇うな：色 iたをとるかに d ）」、てfj;I，止の統一方、 lこま t＿，がノていろ。その最大なるものはペトナム戦争と

ないこと。すなわち AASをボイコッ卜しようというも 対中国政策である。以上は筆者の意見であるが，このよ

' ) /1＞ら，そjLとの共｛｛：！t・.止をはトんうといろι））など， うな必殺に対しCはJ JきりとJi.論するアメリカのアジア

いろいろあるようであ i'j） ここではこの第！の，－，＇（につし、 研究i；；士三く少数である。それでは，このような状況が

て少しくわしくのべておこう（なおこれは中国経済の研 生まれる過程でアメリカのアジア研究者はどのような役

先についじ、えることであって，他の部門に♂入、て筆者 割をお［ピ，乞のか。今後なにを与すべきか。

が確信を Lってし、えろことでは必い F ただ， i也山研究in しI；， しながら， J¥J¥Sは30年の歴史金七九，しかもそ

域の人たちくミシガン大学の＞に問い合わせてみたとこ れはその数倍の期間にわたる科学の発展の上に立ってい

ろ，若干のねじ主はあるがオ入質的tこはいlじことがL、えそ弓 るのに対L,CCAおは生まれて；＼年， しかもそのヨブjは

たとの印象をうりた 1 こめ点につLtてはい.，そうの衡1教 若手研究有または研究者の卵なのである、今後のざを民に

示を仰ぎたい〉。 対してはまだ大部分が不明であるといえよう。このよう

中国経済を研究するのには経iff学というHf治的武器が なことiti:J・ンフランシスコの会議にも強く反映されてい

Jj J ＼、られるc 丙洋の経済学はアダム・スミス以来約200ff た。

の歴史をもっ。これが利用される。アメリカにおける中 さで，サンフランシスコの大会の内容にはいろう。

国経済研需の中心は，ソ連経済研宅におけるを同様，国民 AAS i:l:4月31i～日日に SheratonPalac-e Hotelで，

所得の推lけと分析にあ.，た。これが本格化したのは196り CCAおは4月3Ii～4 131こ ClideMemorial Church 

年頃からであるが，それ以後急速な発展を示した。この (3 rnと HiltonHotel ( 4日）で開かれた。これらは
ような急速な発展をも売らす原因は以下の3京にあっfァ いずれも10分位で歩ける範囲内にあり，会議はほぼ同じ

と考えられる。（1）主に資企面かじする政府t5；：：ぴ財団の 時間にPflがれる。すなわち，サンフランシスコに来れば
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そのどちらにでもでられるが（たとえば午前の部は民・か

で，午後の部は他方でというぐあいに〉，しかし同時に附

方にでることはできないしくみになっている。これには

深い意味はないそうである。

AASでは午前と午後にわかれ，問時に6～9の session

が併行して行なわれる。 CCASは午前と午後（ 1 : 30pm 

と3:30pm）の3書Bにわかれ，ここでも，l～4の session

が｜バl時併行的に行なわれる。したがって AASは約50の

会i議， CCASは約20の会議をもづた。一つの sessionが

:1-9人の報告者（および予定討論者〉をもっο

ここでは全体のプ口グラムを羅列することをせず，筆

者の出席した sessionのみについて，しかも筆者がよく

斑解できた部分について比較的くわしく紹介する。

1. 4日3日午前（AAS)

論題 「経済発展に対十る毛沢策ヒE.論争干の方法：その

起源と政策j

司会者： CarlRiskin （コ口ンピγ大学〕

報告狩： PeterSchran （イリノイ大学〉

Jack Gray （グラスゴー大学〕

討論背： RobertD日rnherger（ミシガン大学〕

Barry Richman （カリブオ fレニY大学…ロスアン

ぜ／レス〕

Victor Lippit （エール大学）

P. Schranの報告 「ゲリラ期における中国共滋党の

経済戦略の起源J

内符：中国共産党あるいは毛沢策の経済政策の以~

は1930年代前半に確立された。大躍進はそれが大

焼模に適用されたものである。その主な性絡は経

済的自立，資本の不足を補う労働j集約的生産：方法，

分業の市定等であるο

J. Grayの報告 「毛沢東主義者の経済理念の鍵とみ

るべき中国農村の社会主義高潮」

内容：経済発展に対十る毛沢東の戦略は合作化運動

に最もよくあらわれている。この時，多数の人口

をよしとする毛の考え方が，事実によって検証さ

れ，それが生産の発展という結果によって証明さ

れ之。また，過剰労働や失業という言葉の概念，

内容について，西洋のそれをそのままあてはめる

ことはできないのではないかυ

R. Dernbergerのコメント

(;rayはまちがえている。 も沢東は経済学：行と

してはIba,I economist」だ。農業生産(r/f化の［正；j

i制Jに関する書物は内容i'J'Jにめずらしいもの合合

んでいない。そしてその文献は経済の資料ではな

く， politicalpropagandaである。また，農業生

産合作社の形成そのものによって生産が増大した

という事実はない。

B. Richmanのコメント

毛の工業における政策にもとづいて P.Schran 

を批判す岨る。毛においては ideologyが工業政策

に先行する。工業のdecentralizationは1949年以前

においてはよい結果を生んだかもしれない。しか

しこれが全国的規模において，近代工業社会に対

して適用されるならば問機の結果をどもたらすとは

限らない。それは多〈の点で inapplicableであるo

V. Lippitのコメント

P. Schranの報告について。 Schranの報告

は毛の文章をそのまま紹介したにすぎない。これ

を事実の経過とつきあわせてみないと t日stifiable

hypothesisとはならない。各期における毛の政策

がそれぞれの時点でどのような implicationsをも

ったのかをしらべてみる必要があるo

J. Grayについてのコメント。 Grayの報告は

漠然としてとらえどころがない。その最大の埠由

は毛沢東の言論の紹介や Gray自身の評価が混然

としていることにある。 Grayは毛の合作化を正

当化しているが，正当化する理由を説明する必

婆がある。 Lippit自身による実証的研究の結果で

は，毛やヌノレクセの考え方一一物的投入なしの労

働の集約的手I］用による農業生産高精大一ーは中間

においては実現されなかったのではないか。

2. 4月3日午後（ 1 : 30～3 : 30pm) (CCAS) 

論題 「ラオスとペトナムにおける HotWarJ 

報告者： RichardBarnet （政策学研究所〉

Jacques Decornoy （ル・モンド紙〉

Banning Garrett （ブランディス大学〕

George Kahin （コーネル大学〉

Jonathan Mirsky （グートマス大学〕

Peter Scott （カリフオノレニア大学ーパークレー〕

Franz Schurmann （カリフォルニア大学一パーク

レー〉

報告： （これはすべて，ベトナムおよびラオスで，

アメリカがどのような役割くみにくい役割〉を演じ

ているかを説明した。多くの事実が諮られたが，

この分野の研究の状況や一般の知識水準にてらし

てどのような合立をもつかについて筆者の能力で
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；上理解できなか t七， l偲衆の質問iし〉土きに、 :IJ 与

i、ジア（！）政交にノJLて－，メリブJ くじiヘ下方忌ど／）と

うfム役川そ iす［じf二ha；こi弘jtζ〉ネのがZt是 ！＝ ' 

日.＼ J] :, I l’I ・,l (:l :i11～s :mp川）（（、（、＼行、

;;;1ヌ！書館のものは約附%を合む。HarvardY enclrn,g 

，｝）ιのもあるがその包M範囲はきわめてせまい｝と
に立 ι く， 1~1E1li'.J喝未11繊（1<J, up to date le ものをつく

；人それそ公jljするこ土が.C：、要り現在，後械の湾入

,iR,占：,iJ ［トlL:li In :-；「 11.＼・、一！日ノ・｛I{,j, I ；二 iるオ』 トメfヒ主れた Biblio日口1phirnl仁《mtrol 

m：＇；パ・＇.＼ 1yronC ohcn （コ11；..二 f人：） がベケンフ tードの Skinner教授を中心に汚え人jI 

llon ( ;,]I in （うマソヰ一大’三） 〉つあるが， χHl/iじ－J--ζ〉までにはlli"iのII与問iが必＇f

S. J. Noumoff ( ・；＇ゾケ干、 1＞大’Jつ であゐとャう，

Jim Feck fノ、ーベー！大学、1 5. 1JJ.1n午前（A人日）

t、.arlRiskin fコ11/ ［：戸大学） 論＼'lj “The Dynamics of China’s Foreign Rela・ 

:''l本：（Ri,ki日以外.＇） .J i'，の限山に， ＇＇・、ご包 Y/';,t・I tion♂ i宗青はこれのj;is'f1から聞いたη 幸R¥t;?if土そ

分に士lft{I区一十一石士どがでz'i:なかマ 3どu r二／＇＇， .J f，片 ii.ぞれのi可に＇） ,, ＇.て、実情キ）！？：史的にのべたようで

し てll：主で円7 メリカグ＇r：，， γ研：だが、 f ／ γ あるp Jiiをに PeterVan l¥essの議汗は次の3点が

flj!解企防tド乙工行 ff_仮定（たとえば夕、：;If;1 f詰ルh I '.J象！＇J'Jであったc)

仁1ふ i二了ミ、 j屯HWl'J,/ti~干：

OJ沌泊mt相・clirnperiιdi怜111”ヰFプ，.( I一）のu二.＇.＝ , , rそれぞれの同にけすらt11:LI，ハ外交政策が，J＇され

すい竺三土をそ｛iぞれののnt'.!i'J'fに（付与ュ？と、心：J:t Jーが，それをす走ーしたらどのようなことがし、えるか，

< "1fえごいと〕 l/: HI Ir.にどう問jrp;ーしているのt,'o le) .:ct イシ｜ご政

l ・. Risk in川W:', こJt主での1!1i1Iれ流1iff作；二： 土. ';', 夜、社、ノj［＇支＇.'ffにみ「Bれる主うに， rtt1cI共産i：英行か

L、九ii＼＇是！な 11，；：，ιいある そj1: t, 'i'I k¥がうとム I<, ・' i二九て敵L:H，、々 のイ取をFIiiするしのは何か， iまむと

わめて少な沼、子ーすそ仁とに Lて， ノ：，j，：え主流山f什Ii んィユため内最低条件はinfか， ま／こどこまで悪化；れ

にff)L、九れてきヒ技術がそのままqJ:,.、にれる二土に はl件、かが般にかわ・＜，のかパι汁i¥ ..j,:C11),rr:j'1司政策の粍

11'.lk! r.乙lそ山｜：，荒：：h、：； ）＇.だと人一文村、j)/J・え.・，＇佼 ,;i ！？：、，qi!J,c'，／也11，、！ヵ：.f;::,:lliとL C•1lli\f.l. ら ι の；tMか l

放す－に Lti.、を121 t.こあけし行トHinr,:・,;, lこi,1:: , li .J ! l 4 I l’i～ii.i: (・¥Aお）
し‘て修，i:ーを.iJIIえて）と Lうことがな三jLと，u lミiski11ノ1 i命＇，＇／j 1－.，’メリカの汁ドJI取1¥¥1係の｛りトゼI

c,1＂＇.で／ t_ 1l1[1Hf1作しrl/1\>1毛 1iJ能ヶ＇！；斗~！ fイjl'！υ，wr,,, 
；上州市lこtる支西己吋王，Ir1tiJ·~に対す乙 1;,;;,;1.- 1J1 

,;IIで生/J¥tjノ：f是主＇，UJ[i;:;:7' を）！民ト／：・I•i l)c!J JI;,>( I 

AlJ:, －ノ I)f I;, ;jjli'([. その＼＇ Eにおい C, Ji[ f. i人

i,(j;ij'.jf京：こ.J斗，，、（山／／.II J/it J~ ，＇（ノ：物質的 i＆号L合ill

.,:, ／二めにj士WIにわた， C ,'i'i L ＇，、犠ナ！今に上九とんて一耐

えるそのよう／七ti二三制＇｛ 4とっくりたトことがで

きとJかどろいヲと L、うことである U

,1 4月411 ・午i'1ii（＼＼行）

論：w 「γシrfrJf ''le円ためのピ／ l) . .j O，ゴ＞ I 11 
rレ：現状と仔来の発展」

1人の chairman，日人び）報f＼斤， l人，l)古七私，r'tが子

：ιされてし、たが，この＇1c，句 Eugene¥V11 （ノ、ーハー
I' ).Jぴ）報；＇；. 戸Chi口肘じ Stu,Iil叫 •.＇）み工きし、 t:,.

E. '.V" I)）十f;:',1人］千｛ ¥Vu , t人＂ation al /,' 111川 I ('d/il 

log of ( 'h/n，＇叩 ，HatNi,r!s,1J /1 !1¥i. 1・:'Ai <,;:I;・_ f二

呪｛J:'(Jリ力にあふ>l'ihl,:tr"J;,J1k: :tnのりのりlllfで、

こ／J_'dド七な J、－／ど， l '.11ion C山 ,Ingが行し＇ ]ti 
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Ni；ワ行.Marilyn R. Youn日（ミシガL大’許）

命題． [ T J ＇） カの／.f怯東関係の歴史における i~i

L L、｝jli'1lI 

A.Ks行ー llavirlド Tr出 k（ーと ] --'I ・/H,O、？）
William ]{. Braisted （チ考作 λ大・・；勺

Burton F. B回目（花カ p ヲ ｛I !II、I大Y’）

l¥l. Ym日以の初・h内容 これまでのアメリカの極東政

；おt1,;r1認よ：i主その土のであった。今後弘それが続き

そうである G しかLベトナム，主jrt'[lij問題を契機と

しく若干の変化たみせるであろう。われわJlはこの

γメリカ帝同1:；誌の分析に主つてのみアメリカの林

!,R政策，さ人には阪東問題の本質にせまることがで

をお。

w ’l'ra辻、の :Cl l J ト

Y川1ng山総；＇；－；土 f 〆リカゲl¥"liょ来政策の本頃全

ど全にはぷ ＇Iこi,motionalなものであり、ま／て f

l l）かしつこれまでのliJF’Ji:全然視した暴論だvγJ

リ:J;IJ，タトlkl（こII＇丸山と投資の ,ijJ坊を求めるのは FレL
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今一」「ι ｛『一一」r一、一一－－r～－－~ーも｛」..，－ -----~一一’一一、、一一戸現地報告’一」，一一ー『

uく自然なことではたレし， γ メリりの利益のた 単純化された描写であるかもしれぬ。いずれの場合にで

めに曳然だ。また，軍隊の使用もアメリカの防衛 も例外や複雑化要因は存在する。 AASと CCASもそ

にLつご必要たことf土 ろであるt その最たるものは AASの responseにあるし

W. Braistedのコメント 今聞のサンフヲンシスコ会議守も，いわば造反グループ

Youn；.；等に工 p て代表されるjザI:L、ffi':'l:'.i主の に債極的に発，Jの機会!c'提供した。また，Oldfashioned 

芽を無視するととは危険である。とにかくアメリ のグループ自体にも新しい変化に対応しようという姿勢

力内極点政策を；宗n欠大戦』こ主で？て，－，もと yて研 が〈なられる。しかし以上のことをすべて考慮に入れた

究しなおす必要喜がある。ただ，新しい研究の方向 I二でなおもいえることは， AASと CCASの対立関係
がう後三毛皮開花するか汗かはf、明で，楽観するこ が；り！Sllつ露骨で，その相対的な力関係は，今後におけ

とができない。 るアメリカのアジア研究の方向を左右するものといえよ

7. 4月九日＇ 1'-1'1下（A，＼お） 行（号事長＇it, CCASが新しヤ研究の方法をうちだし，そ

？命題 「中挙民国における外交官，軍閥、外国勢力」 れを発展させることを切に希望するものである。

(4人の報告者と i人の副論者があっえが，活者に は）中同研究をはじめとする7メリカのアジア研究i土，

はコバントナる能力なしJ とにかく，どの報件？？も， 1960年代米に至って，一つのまがり角に達したかにみえ

ごく限られたチーマくまたは時期＞にル、てミわめ る。一戸にしてし、うならば，一一時のブームが去って退潮

て二主力功、？x述をnなっ／：o それが中川史に竺のよ 期にはいマ Jたということである。研兜に投じられる資金

うな：窓味をもつのか，また，これまでの中国史研究 が大1隔に縮小し，また職業的研究者としてよ二のill:I尽には

の斗iでどi)）：：う止が与をなし得んのかは筆者にわか いλうとする学生の数もそれにつれて激減しはじぷ〆た。

らない。えだChairmanの話では，いずれもきわめ これが将来におけるアメリカのアジア研究にとって，さ

て多数の原典の中ゐ込ら引！）＇，され／二軒実，＇）再現と いう らには人人S ど CC,-¥Sの将来にと－，てどのような効果

ことであった。〕 をもつかを予想することは容易ではない。

（尾上あとがき） （調査研究部〉

（］）最初に説明した AASとCCASの！刻係はあまりに

ア叶ア－g寄市究所刊行

低開発国開発理論の系譜 坂本二郎著

主t本文献しれ解題tj通じて発展注上回れ姿を ιうきぼりしそ

の問題点ル動向争時代、ナーとに展望しt：定評あるテキスト

212H/¥ 350 

モンスーンアジア一一ーその自然と人間

別技篤彦警

空宇tiな資l的、と苛酢なモノスーン；こ支配されfこ自然成境に

生きる人々の発展の歴史をふり返り，気候風土から見た

発隈途上清国の将来の容をさぐる 186反／￥ 300 

東南アジアのこミろ

一民族の生活’と意見 岩田慶治著

；東？符アジアの農村に暮す人々は自らの生活にどんな疑問

をもち，とんな未来観を抱いているか，現地にはいり生

1円台共にした著者の調査記録である 231貰／￥ 350 

東市アジアの水 家永泰光著

食f蛮増産が緊急課題となっている東南アジア諸国。その

差是業技術の発展上，主主婆なカギを握っている「水」の問

題そ初めて専門的に扱った ¥ 300 
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